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実践報告

大学体育と地域活動の連携
──指導経験からの模索──

Enrichment of university physical education: 
Exploring from regional collaboration 

髙瀬 武志
桐蔭横浜大学法学部

（2017 年 9 月 28 日　受理）

Ⅰ．はじめに

高等教育機関である大学において体育を学
ぶ意義は多様で深遠なものがあることは間違
いない 1）。しかし、特に本学法学部において
体育実技科目を受講する学生の多くは、その
実技科目の専門家になる者は希少なため、実
技科目における技術の習得のみに焦点を当て
た授業形式では、学生の将来において有意義
な授業とは考えにくい。

大学体育の充実を考察するにあたり、受講
している学生に技術の習得以外にプラスαと
して何を学習し習得させられるかが重要であ
ると考える。そこで、本論では従来の体育実
技の授業に 2 つの新たな取り組みを加えてみ
ることとした。

１つは、昨今の教育現場で注目されるよう
になった「アクティブラーニング型授業」2）

を体育実技科目に取り入れることによって、
教員から学生への一方通行的な学習スタイル
ではなく、学生が主体的に学ぶこと、学生と
学生の間で学びの機会が生まれ、学習意欲が
高まり、理解度や習得度が深まるような工夫
を目指した。

もう１つは、近年になって、その必要性が
強く求められるようになってきている「地域
貢献・地域連携」といった「地域貢献活動型
フィールドワーク」3）である。これは、大学
と地域との連携を図り、学生の学びの場を大
学内の教室や体育施設に限定せず、小学校の
キッズクラブ 4）や地域クラブ 5）の協力を得る
ことによって、学生には現場に根ざした実践
的な学びと実技種目へのより深い理解ができ
るような工夫を目指した。

本論では、筆者が担当している大学体育の
体育実技科目（剣道）に焦点を当て、本講義
を受講している（過去に受講していた）学生
が以上の取り組みを通じて何を感じ、学習し
たかを明らかにすることによって、大学体育
の充実に向けた足掛かりの１つとしたい。

Ⅱ．研究方法

本論では、筆者が担当している体育実技科
目の剣道を受講している（受講していた）学
生が「アクティブラーニング型授業」と地域
活動との連携を念頭に置いた「地域貢献活動
型フィールドワーク」をもとに、技術の習得
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以外に何を感じ、学習したかを知るために、
アンケート調査を実施し、その結果をもとに
考察し明らかにする。

アンケート調査の対象となる学生は、大学
の体育実技科目として剣道を受講した学生で、
地域活動にける指導員として実際に指導した
経験を有する 20 名の学生とした。

アンケート調査の内容は以下の Q1～Q5 で
ある。
Q1： 実際に指導する側を経験して、授業で

学んだ内容の理解は深まりましたか？
Q2： 実際に指導する側を経験して、まだ理

解していない部分などは明確になりまし
たか？

Q3： 地域へと活動範囲を拡大してみて、大
学内だけでの学びとの違いはありました
か？

Q4： 大学体育（剣道）の充実を図る上で、
地域活動との連携について、どう思いま
すか？

Q5： 大学体育（剣道）で学習したことを地
域活動の中で自分が指導してみて、以下
のキーワードの中で感じたものにレ（チ
ェック）をつけてください。（何個でも
可）
◦技術的な理解度
◦指導方法
◦文化的な理解度
◦多角的な視点（指導者と受講生）
◦自分でもできるという自信
◦大学で学ぶことの良さ（レベルの高さ）
◦伝える難しさ
◦できるようになる充実感や楽しさ
◦自分の理解度の現状
◦その他

Ⅲ．結果

大学の体育実技科目のなかで、剣道を受講
した学生で、地域活動にける指導員として実
際に指導する経験を有する 20 名に実施した

アンケート調査の結果は以下に記す表1～表
5の通りである。



大学体育と地域活動の連携──指導経験からの模索──

71

Ⅳ．考察

学生 20 名に実施したアンケート調査の結
果をもとに、「アクティブラーニング型授
業」と「地域貢献活動型フィールドワーク」
を学生たちはどのように受け止めているのか、
大学体育の充実に資するものであるのかを考
察していきたい。

まず、Q1 の指導を実際に行ってみて授業
で学んだ内容への理解が深まったかという質
問に対しては、全員が「理解が深まった」と
回答している。特に多かった意見としては、
授業で教わった内容を自分が実際に指導する
際に、知識や動作のコツといったものを自身
の中で整理し、指導対象のレベルに合わせて
言葉を選び指導するプロセスの中で、学びの
理解が深まったというものが多かった。

また、自分が教わる立場から教える立場に
変わることで、「教わる」という受身の姿勢
から「教える」という積極的な姿勢が生まれ
ていることや初対面の相手に対して指導する
ことに対する責任感といったものが芽生えて
いることが回答意見に多く見られる。

大学内の顔見知りの学生同士では、馴れ合
いが生じやすく緊張感に欠ける。しかし、見
知らぬ学習環境で初対面の相手に指導を行う
となると自然と緊張感が生じるため、真剣な
態度が醸成されやすい。アンケート調査は行
っていないが、学生指導員を受け入れる側の
地域の方々は大学や学生の取り組みに理解と
温かい対応をしていただいている。これは

「地域貢献活動型フィールドワーク」の成果
であると考えられる。

さらに、他の学生の指導を参考にすること
によって、新たな気づきや理解度の習熟を感
じている学生もいた。これは教員から学生へ
の一方通行的な教育では得られない成果であ
り「アクティブラーニング型授業」の成果で
あると考える。

次に Q2 の実際に指導する側を経験して、
まだ理解していない部分などは明確になった

かという質問に対しては、17 名の学生が明
確になったと回答している。特に多かったの
は、授業の中でわかっているつもりでやって
いた事が、実際に自分の言葉で指導する解説
するとなると言葉が出てこなくなったという
回答意見である。

また、改めて自分の動作を振り返ると理解
できておらず、感覚でやっていたことに気づ
けたという意見や指導する内容に対して質問
される言葉のニュアンスが変化することや指
導対象のレベルに応じて臨機応変に指導内容
や言葉がけ等を変化させることができなかっ
たことから理解度の乏しい部分が明確になっ
たという意見が多かった。

これも学生が主体性を持って指導すること
によって得られる学びであり「アクティブラ
ーニング型授業」の成果であると考える。

次に Q3 の地域へと活動範囲を拡大してみ
て、大学内だけでの学びとの違いはありまし
たかという質問には 20 名全員が「違いがあ
った」と回答している。特に多かったのは、
初対面の相手に対して指導することや一緒に
学習することによって得られる新鮮味や緊張
感が起因している回答意見であった。また、
指導対象の年齢が自分たちと異なる場合にも
言葉を選択し接する態度にも配慮しなければ
ならず、学習環境に良い緊張関係が生じたこ
とも関係していると考えられる。これは「地
域貢献活動型フィールドワーク」の成果であ
ろうと考えられる。

次に Q4 の大学体育（剣道）の充実を図る
上で、地域活動との連携について、どう思い
ますかという質問にたいしては、19 名の学
生が「非常に良い」もしくは「良い」という
回答をしている。

特に多かったのは、大学で学習した内容を
自分が実際に指導する立場になることによっ
て、自身の中で整理、復習され、理解度が深
まるといった回答意見が多かった。

また、多くの人と関わりあう中で新たな発
見や気づきを得る経験ができたことや将来、
教員や指導者を目指している学生にとっては、
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現場を知ることのできる貴重な体験になった
という回答意見が多かった。これは学生の学
習意欲を高める上でも効果的であると考える。

次に Q5 の大学体育（剣道）で学習したこ
とを地域活動の中で自分が指導してみて、キ
ーワードの中で感じたものは何かという質問
に対して、学生が選んだキーワードの中で最
も多かったのは「伝える難しさ」であり、次
が「指導方法」であった。どちらも学生たち
が授業の中で学習した知識や動作といった内
容を自身の中で復習し理解を深める、もしく
は自分の言葉に置き換えて解説等できるよう
にならないと伝えることや指導することは困
難である。

この自分の言葉に置き換えられるまで、学
習した内容を咀嚼し理解することが、深い学
習へと繋がり 6）、大学体育の充実へと繋がる
と考えられる。

また、学生が選択した他のキーワードから
も大学内における従来の学習スタイルである
教員から学生へ技術指導（教示・伝達・紹
介）といった一方通行的なものでは得られな
いものが多かった。

これは学生が「教わる立場」だけでなく
「教える立場」にたつ「アクティブラーニン
グ型授業」や学習する環境を学外に求めてみ
る「地域貢献活動型フィールドワーク」によ
って初めて得られるものである。また、これ
らの学びを学生も望んでいる点は興味深いこ
とであると考える。

Ⅴ．まとめ

本論では、本学で開講されている体育実技
科目の剣道を受講している（受講していた）
学生を対象に研究をすすめた。

大学体育の充実を目指すうえで、学生が指
導されるだけではなく、指導する経験を得ら
れるように「アクティブラーニング型授業」
と「地域貢献活動型フィールドワーク」を新
たな試みとして取り入れた。

「アクティブラーニング型授業」を通じて、
教員から指導を受け学習するという受身な姿
勢だけではなく、どのように自分の言葉で相
手に指導し伝えるかを考察し協議することに
よって理解度をさらに深めていくことができ
た。

また、指導する経験の中で自身の理解度だ
けでなく性格や人との関わり方なども学習し
ている学生もいた。さらに、自身の競技レベ
ルに関係なく、大学体育の授業で学習した内
容を自分でも他人に指導できるという成功体
験が自信と達成感や充実感に繋がったという
報告もあった。
「地域貢献活動型フィールドワーク」を通

じて、学生たちが実際に地域という学外へ学
習環境や活動範囲を拡大することによって、
初対面の相手への指導経験を通じて、間違っ
たことは指導できないという責任感や自分の
考えや説明を相手に理解してもらおうとする
工夫といったことを学習することができた。

学外の人々と交流を持つことで、多様な視
点、広い視野を持つあるいは持とうとするき
っかけを得ることができた。さらに学生の中
には将来、教員や指導者といった専門的な立
場を志している者もおり、指導現場を肌で感
じ、体験できていることは大変貴重な経験で
あると考えられる。

また、視点を変えると地域との連携は学生
のためだけになるものではなく、大学の取り
組みや大学が目指しているもの、さらにいえ
ば大学そのものを地域や地域の人々に広く知
ってもらえる機会にもなる 7）。

地域にとっては、大学の専門的な知識や技
術、若い指導者といった人手が得られること
は非常に好まれることであり、大学にとって
も学生たちの深い学びを得られる経験の場を
得ること、地域に大学を知ってもらう広報活
動や協力体制の構築は少子化が進む現代にお
いて大学にとっても大きなプラスであると考
える。

大学体育の充実を図るうえで、本研究で取
り組んだ新たな試みは、大学体育における授
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業を通じて、その科目の技術以外に何を教え
るかといった「プラスα」の部分を多く見出
すことができた。この結果から、本論で取り
上げた内容は、大学体育の充実にむけた 1 つ
の足掛かりになると考えられる。

Ⅵ．今後の課題

本研究は、体育実技科目に対する一定の技
量や知識が必要であると同時に地域の理解と
受け入れ体制が整っていないと充実した学習
や活動はできない。今回、アンケート調査を
おこなった学生は本学の体育実技科目「剣
道」を受講していることに加えて部活動にお
いても、剣道部員として専門的に学んでいる
学生が対象である。今後は、体育実技科目

「剣道」を受講している学生で剣道部員では
ない学生にも対象を広げていくことやアンケ
ート調査を依頼する人数も増やして、より幅
広い対象を研究対象にしていくことは今後の
課題としたい。
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【注】
1） 田代浩二氏も『「大学体育」の意義を考え

る──授業実践の一見地から──』の中で
同様に指摘している。

2） 本論では、溝上氏が定義する「アクティブ

ラーニング型授業」を念頭に捉えている。
3） 本論では、野畠章吾氏の『大学体育におけ

る地域貢献活動型フィールドワークの意義
──関西学院大学総合政策学部白山麗実習
5 年間の活動から──』における地域貢献
活動型フィールドワークの考え方を基にし
ている。

4） 本論では、神奈川県青葉区にある、あざみ
野第二小学校の「はまっこスクール」と鴨
志田第一小学校のキッズクラブで剣道体験
教室として、学生たちが授業で学習した経
験を基に指導経験をさせていただいている。

5） 本論では、神奈川県青葉区にある、NPO
法人わくわく教室で剣道教室として、学生
たちが授業で学習した経験を基に指導経験
をさせていただいている。

6） ここに、松下佳代氏も著書『ディープアク
ティブラーニング　大学授業を深化させる
ために』において説かれている授業や学習
における深化があるのではないかと考える。

7） 長田進氏も『大学の地域貢献についての一
考察とその事例』の中で、同様な指摘をさ
れている。
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